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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第３四半期連結
累計期間

第45期
第３四半期連結
累計期間

第44期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 25,837,73928,119,73033,572,163

経常利益（千円） 1,169,3641,340,2391,644,204

四半期（当期）純利益（千円） 618,361 691,671 857,999

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
586,858 731,376 810,796

純資産額（千円） 9,278,09210,127,4329,502,030

総資産額（千円） 16,102,40017,131,63315,899,826

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
118.07 132.43 163.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.6 59.0 59.7

　

回次
第44期

第３四半期連結
会計期間

第45期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
40.17 30.87

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

４. 第44期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要が本格化するとの期待が高まるな

かで、欧米の経済が混迷し円高が続き、持ち直しつつあった景気が減速するなど依然として厳しい雇用・所得環

境のもと、個人消費も振るわず、低調な状況が続いております。

　このような中、当社の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高28,119百万円(前年同期比108.8％)、営業利益

1,034百万円(前年同期比118.2％)、経常利益1,340百万円(前年同期比114.6％)、四半期純利益691百万円(前年同

期比111.9％)となりました。

　当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の内容は、次のとおりであります。

≪卸売事業≫

　卸売事業におきましては、前半の季節商品の売上が寄与するとともに新規取引の売上の拡大により、売上高は

23,816百万円(前年同期比109.8％)、セグメント利益391百万円(前年同期比116.0％)となりました。

≪物流関連事業≫

　物流関連事業におきましては、受託物流の取扱量が安定して推移するとともに業務の効率化を図ったことによ

り、売上高は4,281百万円(前年同期比103.4％)、セグメント利益896百万円(前年同期比112.1％)となりました。

≪その他の事業≫

　その他の事業は、売上高20百万円(前年同期比144.5％)、セグメント利益17百万円(前年同期比154.5％)となりま

した。

(2) 財政状態の分析

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は17,131百万円(前連結会計年度末比1,231百万円増加)となりま

した。流動資産につきましては10,122百万円(前連結会計年度末比1,230百万円増加)となりました。主な増減の要

因としましては現金及び預金が996百万円、受取手形及び売掛金が615百万円増加し、商品が233百万円減少したこ

とによるものであります。固定資産は7,008百万円(前連結会計年度末比１百万円増加)となりました。

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債は7,004百万円(前連結会計年度末比606百万円増加)となりました。

流動負債につきましては6,134百万円(前連結会計年度末比745百円増加)となりました。主な増減の要因としまし

ては、未払法人税等が106百万円減少した一方で支払手形及び買掛金が217百万円、短期借入金が640百万円それぞ

れ増加したことによるものであります。固定負債は869百万円(前連結会計年度末比139百万円減少)となりまし

た。主な増減の要因としましては長期借入金が123百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は10,127百万円(前連結会計年度末比625百万円増加)となりまし

た。主な増減の要因としましては利益剰余金が586百万円増加したことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。

 (5）従業員数

①　連結会社の状況

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは宮城物流センターにおける業務を外部委託に変更した こ

とに伴い、物流関連事業において、臨時従業員が94名減少しております。

 ②　提出会社の状況

　　当第３四半期累計期間において、当社は宮城物流センターにおける業務を外部委託に変更したことに伴い、物流

関連事業において、臨時従業員が94名減少しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数は

100株でありま

す。

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　218,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,219,500 52,195 －

単元未満株式 普通株式      3,368 － －

発行済株式総数 5,441,568 － －

総株主の議決権 － 52,195 －

　 （注）  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
218,700 － 218,700 4.0

計 － 218,700 － 218,700 4.0

　 （注）  当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は218,823株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,081,130 2,077,751

受取手形及び売掛金 5,449,819 ※2
 6,065,637

商品 1,867,922 1,634,358

その他 496,253 347,962

貸倒引当金 △2,829 △3,009

流動資産合計 8,892,296 10,122,701

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,587,368 1,692,939

土地 3,804,552 3,798,984

その他（純額） 331,535 256,914

有形固定資産合計 5,723,457 5,748,838

無形固定資産 65,984 58,099

投資その他の資産 ※1
 1,218,088

※1
 1,201,993

固定資産合計 7,007,530 7,008,931

資産合計 15,899,826 17,131,633

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,978,844 ※2
 3,196,703

短期借入金 1,157,208 1,797,812

未払法人税等 365,919 259,796

賞与引当金 50,459 71,873

その他 836,882 808,538

流動負債合計 5,389,313 6,134,723

固定負債

長期借入金 123,166 －

退職給付引当金 292,953 309,230

役員退職慰労引当金 213,775 221,943

その他 378,586 338,304

固定負債合計 1,008,482 869,477

負債合計 6,397,796 7,004,201
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 690,265 690,265

利益剰余金 8,598,420 9,184,785

自己株式 △187,939 △187,968

株主資本合計 9,820,276 10,406,612

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,989 767

土地再評価差額金 △326,649 △288,147

為替換算調整勘定 △5,572 △5,738

その他の包括利益累計額合計 △327,232 △293,118

少数株主持分 8,986 13,938

純資産合計 9,502,030 10,127,432

負債純資産合計 15,899,826 17,131,633

EDINET提出書類

ハリマ共和物産株式会社(E02807)

四半期報告書

 9/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 25,837,739 28,119,730

売上原価 22,314,240 24,312,177

売上総利益 3,523,498 3,807,553

販売費及び一般管理費 2,648,351 2,773,142

営業利益 875,146 1,034,411

営業外収益

受取利息 6,743 6,282

受取配当金 9,367 11,727

仕入割引 234,869 241,036

その他 72,316 71,071

営業外収益合計 323,297 330,118

営業外費用

支払利息 14,963 8,800

売上割引 12,754 15,489

その他 1,362 －

営業外費用合計 29,080 24,290

経常利益 1,169,364 1,340,239

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,236 －

特別利益合計 1,236 －

特別損失

固定資産除却損 327 －

固定資産売却損 209 －

投資有価証券売却損 4 －

投資有価証券評価損 886 465

特別損失合計 1,427 465

税金等調整前四半期純利益 1,169,173 1,339,774

法人税等 546,592 641,661

少数株主損益調整前四半期純利益 622,580 698,112

少数株主利益 4,219 6,441

四半期純利益 618,361 691,671
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 622,580 698,112

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30,025 △4,221

土地再評価差額金 － 37,651

為替換算調整勘定 △5,697 △165

その他の包括利益合計 △35,722 33,263

四半期包括利益 586,858 731,376

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 582,638 724,934

少数株主に係る四半期包括利益 4,219 6,441
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１.　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※１.　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 15,451千円 投資その他の資産 14,396千円

　　　　　　　　　―――――――

　

※２.　四半期末日満期手形

四半期末日満期手形の会計処理については、手形

交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期末日満期手形が四

半期末残高に含まれております。 　

　 受取手形 23,751千円

　 支払手形 418千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　
　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 178,984千円 186,688千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 104,912 20 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 104,455 20 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
21,683,6004,139,60525,823,20614,53225,837,739－ 25,837,739

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

8,136 57,16465,300 － 65,300△65,300 －

計 21,691,7374,196,77025,888,50714,53225,903,040△65,30025,837,739

セグメント利益 337,774799,8331,137,60711,4471,149,055△273,908875,146

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△273,908千円にはセグメント間取引消去159千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△274,068千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・経

理財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
23,816,8364,281,90128,098,73820,99228,119,730－ 28,119,730

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

7,495 51,30158,797 － 58,797△58,797 －

計 23,824,3324,333,20328,157,53520,99228,178,527△58,79728,119,730

セグメント利益 391,859896,6781,288,53817,6911,306,229△271,8181,034,411

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△271,818千円にはセグメント間取引消去12,733千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△284,552千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・

経理財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 118円7銭 132円43銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 618,361 691,671

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 618,361 691,671

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,237 5,222

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

  平成24年２月８日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社  

  取  締  役  会　御  中  

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ　 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石黒　　訓　　   印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　 　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産株

式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日か

ら平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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